
基礎物理Ⅰ 原科（ハラシナ） 第２回 

［第２回目］力の合成と分解 
≪授業の目標≫  

力 ･･･ 大きさと向きがある（ベクトル） 
  
 合成と分解・・・平行四辺形の法則 

成分表示 )  ,( yx FFF 


 

つり合い 021  FF


 
 

力の単位 ［N］（ニュートン） 
  

重力 gmF    定数（重力加速度の大きさ） g 9.8 m/s2 
 

学習到達目標（1）力の合成・分解および力のつり合いがわかる。 
 

次回予定［第３回目］運動の法則（教科書 15 ページまで） 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
レポート問題 第２回目（右側の半分の解答用紙を切り取って提出しなさい） 
速度と加速度について 

問１ x 軸方向に一定の加速度で進んでいる自動車がある。時刻 1t ［s］での速度が

20)1( xv ［m/s］，時刻 3t ［s］での速度が 14)3( xv ［m/s］であった。 

① この自動車の加速度 xa を数値で求めよ。 

② 時刻 5t ［s］での速度 )5(xv を数値で求めよ。 

問２ 速度 xv が右のグラフで表されるとき，時刻 2［s］の加速度 )2(xa

を数値で求めよ。 
 
力の合成・分解，成分について 

問３ 教科書 15 ページの演習問題 A.2①を答えよ。 6  ［rad］

 30 である。 
 

問４ 右図のように物体に 40.0 N の力を加えた。この力を床に平行

な力と垂直な力に分解し，それぞれの大きさ //F ， F を求め

よ。（電卓を用いて有効数字３ケタ ○○.○ で求めよ。） 
 
問５ 天井から質量m のおもりを糸で静かに吊るした。

おもりに働く重力の大きさ（重量）は 4.0 N であった。 

① 糸 A の張力の大きさ 1F を数値で求めよ。 

② 続けて，おもりに糸 B をつなげて水平に 3.0 N の力で引き，図のように

静止させた。このときの糸 A の張力の大きさ 2F を数値で求めよ。 

③ 水平右向きに x 軸，鉛直上向きに y 軸をとり，②のときの糸 A の張力 2F


を成分で表せ。 
 
問６ 教科書 16 ページの演習問題 B.2 の⑥を答えよ。 
 
＝＝おすすめの本＝＝ 
「原発はなぜ危険か」田中三彦 著 岩波新書 
「原発事故･･･その時、あなたは！」瀬尾健 著 風媒社 
「受ける？受けない？エックス線 CT 検査 医療被ばくのリスク」高木学校 七つ森書館 
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補講５月１４日（土）２時限目 
（６/１６の休講分） 



基礎物理Ⅰ 原科（ハラシナ） 第２回 
 
解答用紙（授業  曜  限）学籍番号          氏名               

問１①             xa                     ［  ］ 

②              )5(xv                     ［  ］ 

問２                )2(xa                  ［  ］ 

問３①a） xF1             ［  ］， yF1             ［  ］ 

   b） xF2             ［  ］， yF2             ［  ］ 

c） xF3               ［  ］， yF3               ［  ］ 

問４ //F              ［  ］， F              ［  ］ 

問５ ①             1F               ［  ］ 

② 

                  2F               ［  ］ 

③ 

                 xF2      ［  ］， yF2      ［  ］ 

 
問６⑥a） b） 

 

c） 

 

 

 

 

d） 

 

 

 

 

 

 ☆このレポートをやるのに    時間   分， 

それ以外に基礎物理Ⅰの予習復習を    時間   分した。
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〆切を必ず守ること


